
（様式１）

１　施設名 (所管課）

２　施設所在地
富山市牛島町２－10

３　施設設置年度
昭和47 年度

４　設置目的

５　施設概要

６　指定管理者　　　　

７　指定期間
5 年

～

８　利用者数及び利用（使用）料金収入の状況

　(1)利用者数（人）　　※この他、参考となる指標があれば追加

H27 H28 H29 H30 R1
52,666 49,880 49,184 48,095 40,236

　(2)利用（使用）料金収入（千円）
H27 H28 H29 H30 R1

3,387 3,302 3,316 3,445 3,093

　(3)利用料金収入見込み額（利用料金制導入施設の場合）

H27 H28 H29 H30 R1
2,189 2,189 2,189 3,292 3,323

令和元年度指定管理者による公の施設の管理状況評価表

県営富山武道館 スポーツ振興課

　県民の体育及びレクリエーションの振興を図る。

延床面積：2,943.42㎡    鉄骨・鉄筋コンクリート造3階建
（主な設備等）
・柔道場（公式試合2面）
・剣道場（公式試合2面）
・会議室、研修室、浴室

公益財団法人富山市体育協会

平成30年4月1日 令和5年3月31日



９　評価項目

(1)利用者数･収入の増減に対する評価

(2)サービス向上に向けた取組み

(3)利用促進（収入増）に向けた取組み

(4)利用者のニーズ把握や苦情への対応

①アンケート結果
実施方法

回答者数
結果

結果を踏まえた
改善事項

・各種大会、団体利用時において、要望に応じて開館時間の繰上げや閉館時間
　の延長に柔軟に対応した。(繰上げ開館40件)
・施設利用者へのアンケート調査等により、施設に対する要望、利用者ニーズ
　の把握に努めた。
・職員による定期的な自己点検を実施し、サービス向上に努めた。
・空き部屋をミーティングルームとして開放し、武道団体の会議や審判会議で
　の利用のほか、テレビやＤＶＤ機器を設置し、武道関係の映像を自由に見て
　研究できるようサービスを行った。
・柔・剣道場の空き時間帯を個人利用向けに開放し、天候が悪く外で遊べない
　子ども達がボールや遊具を使って思いっきり遊べる環境を提供した。
・施設利用者の便宜を図るため、引き続き飲料等の自動販売機を設置した。

・自主事業として、地域スポーツクラブと連携し、子供から高齢者までの幅広
　い年齢層を対象とした各種教室（ワンコイン教室、ヨガ教室等）を実施する
　など、利用者増加に積極的に取り組んでいる。
・自主事業の「武道学園」では、少年少女や幼児を対象とした武道教室や合同
　稽古会等を実施し、武道を通じ子どもの健全育成を図るとともに、利用者増
　に努めた。
・中学校からの依頼により、武道館で行われる部活動練習の指導に職員が携わっ
　ているほか、部活動に加入していない生徒や武道への取組みを希望する生徒
　の要望を受けて、曜日を決めて指導を行うなど、選手育成や武道人口の拡大
　に尽力した。
・地域スポーツクラブや市内の武道団体と連携し、富山武道館武道祭や新春武
　道稽古始めを実施し、武道への理解を深めた。

・令和元年度は、新型コロナウイルス感染症の影響等により、利用者数・収入
　が減少した。
・今後とも、地域スポーツクラブや武道学園（指定管理者の自主事業）と連携
　した積極的な教室実施や、部活動での施設利用を促すＰＲの実施等、利用促
　進に努めてもらいたい。

　暑さ・寒さについては、大型扇風機・ブルーヒーター等の器具
で対応した。

・総合的な評価　87.5点（100点満点）

・意見・要望等
　ヨガ教室をいつも楽しみにしている、ウォーキング等行事が楽
しかった、いつもきれいに掃除してある、道場が暑い、館内が寒
い　等

実施時期：随時
実施方法：入口に常時設置・曜日毎に時間帯を変え利用者に配布
回答者数：57人



②その他利用者の声を反映させる取組み

(5)個人情報保護の取組み

(6)関係団体との連携

(7)施設・設備の維持管理

(8)危機管理・安全管理などの取組み

10　所管課の管理運営確認状況 有／無 回数(有の場合)
　①定期報告の受理　 有 12
　②維持管理・運営状況等の担当職員現地確認 有 1
　③個人情報に関するトラブルの有無　 無 －
　④危機管理・安全管理上のトラブルの有無 無 －

【トラブルの具体的内容と対応】

11　今後の課題等（収入確保、経費削減、サービス維持向上等の観点から今後の課題を記載）

  　　

　施設・設備は適切に管理されている。

無

　施設利用者の代表者からなる武道館運営委員会を開催し、施設に対する意見・
要望を管理業務に反映させている。

③主な苦情と対応

無

・少子化等による競技人口の減少により施設を取り巻く状況は厳しいものの、
　引き続き、自主事業の実施による施設のＰＲの推進やサービス向上の取組み
　を継続するとともに、利用者の意見・要望を踏まえ、より使いやすい施設と
　なるよう、工夫した運営を行ってもらいたい。
・施設が老朽化しており、修繕費の増加が懸念されるが、引き続き県と連携を
　図りながら、利用者の安全を最優先に、優先順位をつけて計画的に修繕を行っ
　ていくことが必要である。

・危機管理マニュアルに基づき、迅速な対応・適切な処置を心がけ危機管理を
　行った。
・応急手当に関する講習会を職員が積極的に受講し、心肺蘇生法・ＡＥＤ・怪
　我の手当法を習得し、即座に対応できるように努めている。
・消防計画を作成し、消防設備等の点検を行うとともに、避難誘導等の訓練を
　実施。
・施設利用者に対し、運動前の呼びかけや張り紙等により健康チェックを行う
　よう呼びかけ、スポーツ活動中の事故予防に努めている。

　個人情報保護マニュアルを定め、職員に周知を図っており、適切な個人情報保
護に努めている。

・地域スポーツクラブと連携して、教室やセミナーを実施するなど、利用者増
　に取り組んでいる。
・柔道、剣道、なぎなた、銃剣道など武道関係団体と連携し、大会の誘致やイ
　ベント関係の企画を行い、競技人口の拡大に努めている。
・自主事業の武道学園事業において、富山市立錬成館と連携を図り、武道人口
　の拡大に努めている。
・全国都道府県武道館協議会との共催事業として、剣道・合気道の中央講師に
　よる講習会を開催し、武道振興と競技力向上に努めている。
・大会時には、富山市関係団体に協力を依頼し、臨時駐車場の確保や満車時の
　有料駐車場への誘導により、周辺住民に迷惑がかからないように努めた。


